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　８月15日（土）にお盆恒例の成人式が山村開発センター大ホー
ルで行なわれ、今年度成人される18人中13人（男性６人・女性
７人）が出席されました。
　厳粛に式典が行なわれる中、車谷村長祝辞に続き、銭谷議長、
中西教育委員長から温かい祝福の言葉が贈られました。

　このあと、成人者を代表して畠中沙英子さんが、「今日まで見
守ってくれた地域の方々、先生、家族に感謝し、これからは社会
人の一員として鋭意努力していきたい」とお礼の言葉を述べられ
ました。
　記念撮影の後は懇親会に移り、同級生や恩師の方々と懐かしい
時間を過ごしました。また、思い出の写真をプロジェクターで紹
介し、それぞれ思い出に浸りました。

20歳の抱負
○�今年、20歳になり、大人への一歩を踏み出します。まだまだ未
熟な私ですが、お世話になった方々、両親そしてこの天川村に
恩返ししたいと思います。

○�周りの人への感謝を忘れることなく、社会に貢献できるよう
日々精進していきたいと思います。

あなたにとって天川村とは？
○いつでも帰って心が休まる場所。きれいな自然がたくさんあり、自慢できるふるさと
○どんなに外での生活が楽しくても、必ず帰りたくなる場所
○安心できる場所　○心の拠り所
○帰れる場所で、自分の大好きな家族が居る大切な場所です

　「20歳の抱負」「あなたにとって天川村とは？」は、新成人からいただいたアンケートより抜粋
させていただきました。

2015年　天川村成人式

　ご成人されました皆さん、本当におめでとうございます。これからの人生を、精一杯歩んで

いってください。また、いつでもこのふるさと天川村に帰ってきてくださいね！

村長挨拶

畠中沙英子さん　成人代表謝辞

インタビューを受ける成人者

乾　　杯 懇　親　会
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　９月は、「高齢者保健福祉月間」です。近年、高齢化、少子化が急速に進み、大きな社会問
題となっています。本村においても65才以上の高齢者人口が全人口の43％を超えています。高齢者
が生きがいをもち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるためには、国民一人一人が高齢者の
問題を自分自身のものとして身近に理解し、家庭、地域社会、職場、学校等あらゆる場面で、適切に
役割を果たして行くことが必要です。このような観点から、この月間中に本村においても下記のとお
り社会福祉大会を開催します。みなさんお誘いあわせてご参加下さい。

　今年は先の大戦の終戦から70年目の節目の年です。
　天川村では８月７日に、天川村議会議員・天川村社会福祉協議会長・
区長連合会長・民生児童委員会長と遺族の方等のたくさんの方の出席の
もと、戦没者追悼式を開催しました。
　追悼式では、国歌斉唱後、戦没者を追悼し黙とういたしました。
　車谷村長が式辞、天川村議会銭谷議長・天川村社会福祉協議会大山会
長が追悼の辞をのべられ、参列者全員が献花をした後天川村遺族会会長
中久保氏から謝辞をいただきました。
　ご遺族様の深い悲しみに哀悼の意を表し、平和への誓いを新たにしま
した。

社会福祉大会の開催について
　　◆日　　時　　９月28日（月）午前10時から
　　◆場　　所　　山村開発センター　大ホール
　　　　　　　　　65歳以上の方に簡単な昼食を用意しています。
　　　　　　　　　�今年の午後の余興は趣向を変え、浪曲と大衆演劇を予定しておりますので
　　　　　　　　　お楽しみ下さい。

高齢者保健福祉月間

天川村戦没者追悼式を開催しました。
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防災 てんかわ
第38回
◆ 中谷区・川合区で避難訓練を実施しました ◆

　８月２日（日）に中谷区主催による避難訓練が実施され、中谷区民や警察・役場などの関係機関も
含め約70名が参加しました。
午後１時に防災行政無線から「避難準備情報」
が流れると、高齢の方などが地区の避難所であ
る中谷地区集会所に避難を開始し、午後１時
30分に「避難指示」が発令されると区民全員
が避難所へ避難しました。
　山本康昭 中谷区長は「中谷区では初めての
訓練で、まず無線放送をしっかり聞いて、避難
するということを確認しました。毎年、このよ
うな訓練を続けていきたいと考えています」と
挨拶されました。

　８月７日（金）に川合区主催による避難訓練が実施され、川合区民や警察・消防など関連機関を含
め約50名が参加しました。
　午後１時30分に防災行政無線から「避難勧告」が発令されると、約10分で川合区民全員が避難所
である天川村山村開発センターへ避難を完了しました。
　その後、奈良県広域消防組合によるＡＥＤを
使用した展示訓練（救命救急講習）を行い、参
加した区民は実際にＡＥＤを使って救命救急術
を体験しました。
　吉田 勝 川合区長は「川合区では昨年に続き
２回目の訓練となりますが、近年は災害は頻繁
にやってくる時代であり、各自で非常持出袋な
ど災害に備えておくようにしましょう」と挨拶
されました。

　９月に入り、秋雨前線や台風による大雨に警戒が必要な季節
となりました。
　みなさんのご家庭でも、ふだんから家の周囲や避難路の安全
について話し合い、非常持出袋の中身や防災行政無線の電池な
ども確認しておくようにしましょう。

中谷地区  避難訓練

川合地区  避難訓練
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　台風11号が過ぎ去った７月21日、坪内地内において地すべりの兆候がみられたことから坪内区の
一部に避難勧告を発令いたしました。その後、国や県など専門機関による調査を実施し、伸縮計など
の監視体制を整備したうえで７月28日に避難勧告を解除し、新たに坪内区全域（白江・城山を除
く）に避難準備情報を発令いたしました。
　坪内区では、現在（８月21日現在）も避難準備情報を発令中であり、伸縮計で斜面の動きを感知
した場合や一定量の降雨、地震などの場合は直ちに避難していただくこととしております。

　７月22日午前10時に坪内地区の一部（27世帯58人）
に対し、坪内地内の北東側斜面に地すべりの兆候がみられ
ることから避難勧告を発令し、28日までの７日間にわた
り避難所への避難をお願いしました。
　その後、28日には伸縮計や警報器などの監視体制が一
定整備されたことから避難勧告を避難準備情報に切り替
え、今後は一定の雨量や斜面に変化がみられた場合に坪内
地区の全域（白江・城山地区を除く59世帯129人）に避
難指示を発令することとさせていただいております。

　７月24日に国土交通省 所管の国立研究開発法人 土木研
究所の調査チームによる地すべり調査が実施され、国や
県、村の職員とともに斜面を踏査しました。
　その後、役場へ戻り坪内区役員に対しての状況説明があ
り、引き続き記者会見を行い避難などの備えや今後の対策
の進め方についてアドバイスをいただきました。

　土木研究所の助言等に基づき、奈良県による応急対策が
既に着手され、調査（縦）ボーリングにより地質や岩盤ま
での深さなどを調べるとともに、地すべりの原因となる地
下水を排除する横ボーリングを進めています。
　今後はボーリング調査などの結果もみながら対策を検討
した上で本格的な排水対策工事を進めていく予定です。

坪内地区  地すべり災害に対する取り組み

◆ 避難勧告

◆ 専門機関による調査

◆ 進捗状況と今後の対策

至　黒滝

被災箇所

至　十津川

国道53号線

天ノ川
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【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

9月12日（土）13：30〜16：00
　今年もやります！毎回大好評のバームクーヘン作りとクラフトに挑戦。
　さて、竹と炭火でおいしく焼けるかな？（センター前の広場で小学生を中心に）（※少雨決行）
【講　師】エコミュージアムパークボランティアのみなさん
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター【定　員】50名　【時　間】13：30〜16：00
【持ち物】帽子・タオル・軍手・汚れてもよい服装・飲み物各自　【参加費】1,500円（小中学生半額）

親子で挑戦！ 簡単バームクーヘン作り&クラフト

※９月23日（祝・水）は、水曜日ですが祝日のため「洞川温泉は営業し」翌日木曜日が休館となります。

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車
料金は「１時間30分無料」となります。

＊５連休の初日〜４日目は「１時間延長」営業
≪９月の予定≫

おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！

９月19日（土）
９月20日（日）
９月21日（祝・月）
９月22日（祝・火）

※１時間延長：全施設
受付は午後８時30分まで（９時閉館）

＊３連休の初日・２日目は「１時間延長」営業
≪10月の予定≫

10月10日（土）
10月11日（日）

※１時間延長：全施設
受付は午後８時30分まで（９時閉館）
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スマート国勢調査！
平成27年国勢調査を実施します

●国勢調査は，平成27年10月１日現在，日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●�平成27年国勢調査は，少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできな
いデータを得るために実施いたします。
　�調査結果は，さまざまな法令にその利用が定められているほか，社会福祉，雇用政策，
生活環境の整備，防災対策など，私たちの暮らしのために役立てられます。

●�今回の調査では，先にインターネットでの回答を受け付け，インターネットで回答され
なかった世帯には紙の調査票を配布して調査を行います。紙の調査票は，調査員に直接
提出いただくか，郵送でも提出いただけます。
　
●�今回の調査では、インターネット回答と調査票回答の2種類回答方法がありますので、
どちらか一方での回答をお願いします

●�記入していただいた内容は、統計を作成するだけに使い、調査票は集計後に焼却しま
す。調査票に書かれやことが他にもれることは絶対にありませんので、ご安心下さい。

インターネットＩＤ配布：９月初旬

インターネット回答期間：９月10日（木）〜９月20日（日）

調 査 票 の 配 布 期 間：９月下旬

調 査 票 の 回 収 期 間：10月初旬

◆お問い合わせ・相談窓口／役場　地域政策課　統計係　☎63-0321（内線152）◆

総務省・奈良県・天川村
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も９月より開催します！専門指導員による体操や
ストレッチを行なうことにより、運動不足の解消や、日常生活を行なう上での身体能力を高めます。みなさ
まのご参加をお待ちしています！

　認知症予防の一環として、毎年好評を頂いております「脳のトレーニング教室」を開催しますので、みな
さまふるってご参加ください。
●「脳のトレーニング教室」は、こんな教室です●
　♪週１回の教室で、仲間との会話と学習を楽しみます。
　♪教室のない日も毎日約10分程度でできる自宅教材があります。
　♪脳の活性化に効果のある「簡単な計算」「読み書き」教材を使用するため、
　　気軽に取り組んでいただけます。

　お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さんふるってご参加下さい。皆さまのお越し
をお待ちしています！

※参加対象・・・生後４ヶ月〜幼稚園入園前までの親子
※持 ち 物・・・タオル・お茶等
　　　　　　　（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認ください）
※送迎を希望される方は、前日までにご連絡ください。

≪統一標語≫
………１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ………

　９月は、朝夕の気温の変化が大きく、夏の疲れも顔を出しはじめる等、体
調の変化が起こりやすい季節ですので、より一層の注意をお願いします。
　ほほえみポート天川では、村民のみなさんの健康相談を随時実施していま
す。健康づくりに関する資料なども用意できますので、みなさんお気軽にご
利用ください。

運動機能向上教室のお知らせ

脳のトレーニング教室のお知らせ

うさちゃんくらぶのご案内

９月は「健康増進普及月間」です！　〜健康寿命をのばそう〜

日　　程 時　　間 会 　 場 申　　込 申 込 み

９月16日（水） 10：30〜12：00 ほほえみポート天川 未　定 不　要

○参加対象：天川村に住民票がある65歳以上の人。
○開催日時：９月25日（金）〜翌年３月までの毎週金曜日　10時30分〜12時
○会　　場：ほほえみポート天川　２階
○お申込み：ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込み下さい。

○参加対象：天川村に住民票がある65歳以上の人。お１人で会場まで通える方。
○開催日時：９月下旬〜翌年３月までの毎週金曜日
　　　　　　９時30分〜12時　※お１人の学習時間は30分程度です。
○会　　場：ほほえみポート天川　２階
○参加費用：毎月　500円
○お申込み：ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込ください。
※�９月18日に、参加者説明会の開催を予定していますので、参加を希望される方は説明会にぜひ
　ご出席下さい。（申込み後、詳しいご案内をさせていただきます。）
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　９月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 １	 火	 休　　診			   資源１

	 ２	 水	 診　　察	 診　　察		

	 ３	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  不　燃

	 ４	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 ５	 土	

	 ６	 日	

	 ７	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 ８	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 ９	 水	 診　　察	 診　　察		

	 10	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

	 11	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 12	 土	

	 13	 日	

	 14	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 15	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（敬老の日）

閉　　　　館　　　　日　（休日）

閉　　　　館　　　　日　（秋分の日）

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　９月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 水	 診　　察	 診　　察	 うさちゃんくらぶ　10：30〜	

	 17	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  不　燃

	 18	 金	 診　　察	 診　　察	 脳トレーニング教室（説明会）	 燃　焼

	 19	 土	

	 20	 日	

	 21	 月	

	 22	 火	

	 23	 水	 　

	 24	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源１

	 25	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 26	 土	

	 27	 日	

	 28	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 29	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 30	 水	 診　　察	 診　　察

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室
運動機能教室　10：30〜

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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　毎日がんばる体に、また年齢を重ねていく体に大切な健康づくりの
ための時間を皆さんに持っていただきたいと思い、「出前」健康教室
をご用意させていただいております。ご利用は無料です。
　関心をお持ちの人は、お気軽にご連絡ください。少しでも皆さまの
健康づくりのお手伝いができれば、幸いです。

　◇利用いただける人　　天川村のすべての人
　　　　　　　　　　　　�３〜５名のグループからご利用ください。年齢の制限はありません。ご近所やお

友達等のグループでのご利用も歓迎します。
　◇利 用 で き る 日 時　　原則として、平日の９時〜17時まで。
　　　　　　　　　　　　詳しい日時については、ご相談の上決定します。
　◇利 用 で き る 場 所　　個人様のお宅や集会所、ほほえみポート天川などご指定の場所で開催します。
　◇教　 室 　内　 容　　ご希望の内容をお聞かせください。ご相談の上、決定します。

健康教室の「出前」します。

　国民健康保険（国保）は、加入者（被保険者）のみなさんが病気やケガなどをしたとき安心して医
療を受けられるように、お互いに保険税を出し合い、医療費を負担しあう相互扶助の制度です。
　国保は、みなさんが住む市町村が保険者として運営しています。保険者は、被保険者が納める保険
税と国や県の補助金、村からの繰入金を財源として、医療費や出産育児一時金等の給付をおこなって
います。

　医療費は全国的に年々増加の傾向にあり、天川村でもこのまま医療費が増え続けると、村の国保の
財政にも大きな影響を及ぼしてしまいます。少しでも不要な医療費をなくしていけるように、日頃か
ら、自分や家族の病気の治療や、医療の相談に乗ってもらえる「かかりつけ医」を持つように皆さん
のご協力をお願いします。
　また「休日や夜間の受診（休日や夜間の受診は割増料金がかかります）」を見直したり「重複受診
（同じ病気で複数の医療機関で受診するのは、医療費の無駄になるだけでなく、治療に支障をきたす
こともあります）」を避けたりするなど、出来る範囲でお力添え下さい。

天川村国民健康保険からのお知らせ

医療費の適正化にご協力ください

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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　皆さんの周りで高齢者や障害者に対する差別、いやがらせ、虐待などの人権侵害が起き
ているのでは・・・と思うことはありませんか？
　法務省の人権擁護機関では、一人ひとりの人権が尊重され、高齢者や障害者の皆さんが
毎日安心して暮らすことができるよう、高齢者及び障害者の人権に関わる様々なご相談を
お受けします。
　相談は無料で秘密厳守ですので、お気軽にご利用ください。

　　○受付日時　　平成27年９月７日（月）から９月13日（日）まで
　　　　　　　　　・９月７日（月）から９月11日（金）まで
　　　　　　　　　　午前８時30分から午後７時まで
　　　　　　　　　・９月12日（土）、９月13日（日）
　　　　　　　　　　午前10時から午後５時まで

　　○電話番号　　☎0570−003−110　
　　　　　　　　　※�電話をおかけになった場所の最寄りの法務局・地方法務局に
　　　　　　　　　　つながります。
　　　　　　　　　※携帯電話・ＰＨＳ使用可、ＩＰ電話使用不可

　　○相 談 員　　人権擁護委員及び法務局職員

　　○お問い合わせ　奈良地方法務局人権擁護課（☎0742－23－5457）まで

９月７日〜13日は全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間です

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん電話相談」

① ② ③ ④
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村民の皆様へ

　日本年金機構への不正アクセス事案では、皆さまの年金情報が流出し、ご迷惑、ご心配をおかけ
しております。申し訳ありません。政府は、皆さまの年金を守ることを最優先に取り組んでいます。
あわせて、皆さまにお気を付けいただきたいことがあります。
　⽇本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者や、「流出した個人情報を削除してあげる」
と持ちかけてくる者が現れています。

　ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、下記専用電話窓口またはお近くの年金
事務所へご相談ください。

	 今回の不正アクセスにより私の年金そのものがなくなったり減ってしまうことはないのですか？
	 ○今回の不正アクセスで、皆様の年金がなくなったり、減ることは、ありません。
	 ○�皆さまへの年金支払いの基となる年金記録を管理するシステムからの情報の流出や年金記録の

改ざんは、確認されていません。
	 ○�なお、流出した基礎年金番号は、新しい番号に変更いたします。番号が変わっても、皆さまの

他の年金記録は変わりません。
	 流出した情報を使い他人がなりすまし、私の年金が横取りされることはないのですか。
	 ○�横取りにより、皆さまに年金が支払われなくなることは、ありません。年金は、ご本人に確実

に支払います。
	 ○�年金は、ご本人名義の口座に振り込みます。流出した情報を使い、他人が年金の振込先を変更

することはできません（振込先を変更するためには、金融機関の証明印やご本人の預金通帳の
写しなどにより、日本年金機構がご本人の口座であることを確認します）。

	 ○�ご不審な点、ご不明な点があれば日本年金機構専用電話窓口やお近くの年金事務所へお問い合
わせください。

	 年金の支払いに滞りはでませんか。
	 ○年金の支払いが滞ることは、ありません。
	 ○�万が一、支給日の15日を過ぎても支払いがない場合には、お近くの年金事務所にお問い合わ

せください。
厚生労働省・天川村

●�⽇本年金機構から、この件でお客様に電話やメールで連絡することは、一切ありません。なお、
流出が確認された方への新しい基礎年金番号は、郵送でお知らせします。

●⽇本年金機構が、この件でお客様にお金やキャッシュカードを要求することは、一切ありません。
●日本年金機構が、この件でお客様にＡＴＭの操作をお願いする事は、一切ありません。

日本年金機構専用電話窓口（通話料はかかりません）
受付時間　８：30～21：00（平日及び土日）

＆Q A
Q
A

Q
A

Q
A

☎0120‒818211

●お問い合せ先：住民課　☎６３－０３２１

｢年金情報流出｣を口実にした犯罪にご注意ください！
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お し ら せ

　

天
川
村
出
身
の
車
谷
竜
次
監

督
が
率
い
る
大
和
高
田
リ
ト
ル

リ
ー
グ
が
、
８
月
21
日
に
愛
知

県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
選
抜
大

会
で
見
事
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
過
去
に
も

数
々
の
大
会
で
功
績
を
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
の
４
月
、

『
サ
ン
ス
ポ
カ
ッ
プ
旗
争
奪
関

西
連
盟
選
手
権
大
会
』
で
見
事

優
勝
！
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

車
谷
監
督
は
「
み
ん
な
一
丸

と
な
っ
て
、
全
国
制
覇
を
目
指

し
た
い
！
」
と
頼
も
し
い
一
言
、

さ
ら
に
「
ゆ
く
ゆ
く
は
天
川
の

子
ど
も
達
と
一
緒
に
野
球
が
出

来
た
ら
」
と
、
地
元
愛
あ
ふ
れ

る
お
言
葉
も
聞
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
活
躍
が
楽
し
み
で

す
！

①�

防
衛
大
学
校 

一
般
採
用
試
験
（
前
期
日
程
）

　
一
次
試
験

応
募
資
格

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
男
女
）

受
付
期
間

　

平
成
27
年
９
月
５
日
（
土
）
〜

　
９
月
30
日
（
水
）
※
締
切
日
必
着

試
験
日

　

平
成
27
年
11
月
７
日（
土
）及
び
８
日（
日
）

試
験
会
場　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

試
験
種
目

　

筆
記
試
験
（
英
語
、
数
学
、
社
会
、
国
語
）

※
マ
ー
ク
セ
ン
ス
・
記
述
式

二
次
試
験

　

平
成
27
年
12
月
上
旬
予
定

　

（
口
述
試
験
、
身
体
検
査
）

※�

細
部
は
11
月
27
日
（
金
）
の
一
次
試
験
合
格

発
表
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　
�　

な
お
、
防
衛
大
学
校
試
験
に
は
、
一
般
採

用
試
験
以
外
に
も
推
薦
及
び
総
合
選
抜
の
各

試
験
も
あ
り
ま
す
。
各
試
験
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

②
防
衛
医
科
大
学
校 
医
学
教
育
部 

医
学
科

一
次
試
験

応
募
資
格

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
男
女
）

受
付
期
間

　

平
成
27
年
９
月
５
日
（
土
）
〜

　
９
月
30
日
（
水
）
※
締
切
日
必
着

試
験
日

　

平
成
27
年
10
月
31
日
（
土
）

　

及
び
11
月
１
日
（
日
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

試
験
種
目

　

�

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
外
国
語
、
理

科
）
※
択
一
式
・
記
述
式

二
次
試
験

　

平
成
27
年
12
月
中
旬
予
定

　

（
口
述
試
験
・
小
論
文
、
身
体
検
査
）

※�

細
部
は
12
月
２
日
（
水
）
の
一
次
試
験
合
格

発
表
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。

③
防
衛
医
科
大
学
校 

医
学
教
育
部 

看
護
学
科 

一
次
試
験

応
募
資
格

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
男
女
）

受
付
期
間

　

平
成
27
年
９
月
５
日
（
土
）
〜

　
９
月
30
日
（
水
）
※
締
切
日
必
着

試
験
日

　

平
成
27
年
10
月
17
日
（
土
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

ふ
る
さ
と
通
信

　

�

平
成
27
年
度
防
衛
大
学
校
・
防
衛

医
科
大
学
校
試
験
の
お
知
ら
せ

　

�
天
川
村
出
身
の
監
督
「
車
谷
竜
次
さ
ん
」

　

大
和
高
田
リ
ト
ル
リ
ー
グ
を
率
い
全
国
大
会
で
銅
メ
ダ
ル
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I N F O R M A T I O N

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

・
微
熱
が
２
週
間
以
上
続
く

　

・
せ
き
が
２
週
間
以
上
続
く

　

・
急
に
体
重
が
減
っ
た

　

・
か
ら
だ
が
だ
る
い

　

こ
ん
な
症
状
が
続
い
た
ら
、
結
核
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
結
核
を
疑
わ
せ
る
症
状
が
あ
る
時
は

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
せ
先

　

吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症
係

　

☎
０
７
４
７
︱
64
︱
８
１
３
２

　

救
急
件
数
は
、
全
国
的
に
年
々
増
加
傾
向
で

す
。
そ
の
中
に
は
緊
急
性
が
低
い
も
の
も
あ
り
、

緊
急
性
の
高
い
救
急
に
支
障
が
で
か
ね
ま
せ
ん
。

　

大
淀
・
下
市
消
防
署
で
の
平
成
26
年
中
の
救

急
件
数
は
１
，
６
２
３
件
、
搬
送
人
員
は
１
，

４
９
４
人
で
、
現
場
到
着
ま
で
の
平
均
時
間
が

約
８
分
と
な
っ
て
お
り
、
５
年
前
の
平
均
時
間

か
ら
は
約
２
分
延
び
て
い
ま
す
。

　

か
す
り
傷
程
度
で
の
要
請
及
び
急
を
要
す
る

病
気
で
は
な
い
も
の
の
、
ど
こ
の
病
院
に
行
け

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
時
の
要
請
等
が
「
出

動
件
数
の
増
加
」
及
び
「
現
場
到
着
時
間
の
延

長
」
の
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、近
く
の
消
防

署
の
救
急
車
が
出
動
し
ま
す
が
、
も
し
出
動
中

で
あ
っ
た
場
合
に
は
他
の
救
急
車
が
出
動
す
る

こ
と
に
な
り
、現
場
到
着
に
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
１
分
１
秒
を
争
う
、
助
か

る
は
ず
の
命
を
救
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
も
、
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

救
急
車
が
必
要
な
場
合
は
１
１
９
で
救
急
要

請
し
て
下
さ
い
。
救
急
車
が
必
要
か
ど
う
か
不

明
な
時
ま
た
は
病
院
照
会
等
は
、

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
２
２
９
９（
下
市
消
防
署
）

　
☎
＃
７
１
１
９
（
０
７
４
４
︱
20
︱
０
１
１
９
）

　

�

（
奈
良
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
：
24
時
間
対

応
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

患
者
等
搬
送
事
業
所
に
従
事
す
る
乗
務
員
の

方
に
必
要
な
応
急
手
当
に
関
す
る
知
識
及
び
技

能
の
修
得
を
目
的
と
し
た
「
患
者
等
搬
送
乗
務

員
基
礎
講
習
」
と
、
そ
の
知
識
及
び
技
能
を
適

正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
患

者
等
搬
送
乗
務
員
定
期
講
習
」
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

【
基
礎
講
習
】（
２
日
間
の
受
講
が
必
要
）

開
催
日
時　
平
成
27
年
10
月
31
日
・
11
月
１
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
２
日
間

開
催
場
所　
奈
良
県
消
防
学
校

　

宇
陀
市
榛
原
下
井
足
17
︱
２

※�

は
じ
め
て
受
講
さ
れ
る
方
ま
た
は
資
格
期
限

切
れ
の
方

【
定
期
講
習
】
（
両
日
と
も
定
員
50
名
）

①
開
催
日
時

　

平
成
27
年
11
月
５
日
午
前
９
時
〜
12
時

開
催
場
所　
か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

　

橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４
︱
１

②
開
催
日
時

　

平
成
27
年
11
月
６
日　
９
時
〜
12
時

開
催
日
時　
奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
市
八
条
５
丁
目
４
０
４
︱
１

※�

平
成
25
年
度
以
降
に
基
礎
講
習
又
は
定
期
講

習
を
受
講
さ
れ
た
方
が
対
象
。
２
年
以
内
に

１
回
以
上
受
講
す
る
こ
と
で
資
格
は
継
続
さ

れ
ま
す
。

※
期
限
切
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
種
目

　
�

筆
記
試
験
（
国
語
、
外
国
語
、
数
学
、
理
科

及
び
小
論
文
）

二
次
試
験

　

平
成
27
年
11
月
28
日（
土
）又
は
29
日（
日
）

　

（
口
述
試
験
等
）

※�

細
部
は
、
11
月
13
日
（
金
）
の
一
次
試
験
合

格
発
表
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域
事
務
所

　

奈
良
県
五
條
市
今
井
五
丁
目
一
〜
十
二

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康
相

談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等
は
行

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経
科
部
会
）

　
９
月
３
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　
９
月
８
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部
会
）

　
９
月
29
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

予
約
必
要

予
約
不
要

予
約
必
要

　

�

９
月
９
日
は
『
救
急
の
日
』

　

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

毎
年
９
月
24
日
〜
９
月
30
日

　

は
、
結
核
予
防
週
間
で
す

　

�

患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習

及
び
定
期
講
習
の
ご
案
内
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お し ら せ

　

下
市
消
防
署
で
は
、
住
民
の
方
々
が
自
由
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
『
上
級
救
命
講
習
会
』

を
開
催
し
ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
【
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
】
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
【
電
気
シ
ョ
ッ
ク
】
の
使
用
方
法
な

ど
、
普
通
救
命
講
習
会
で
学
ぶ
内
容
に
加
え

て
、
骨
折
、
や
け
ど
、
け
が
人
の
搬
送
法
な
ど

を
学
ん
で
い
た
だ
く
講
習
で
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

講
習
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

開
催
日
時　
平
成
27
年
10
月
10
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
土
田
１
８
７
番
地

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
大
淀
消
防
署　
３
階

対
象
年
齢　
中
学
生
以
上

受
講
費
用　
無
料

定　
　
員　
30
名

募
集
締
切　
平
成
27
年
10
月
３
日
（
土
）

　

�

（
定
員
に
達
し
た
時
、
募
集
を
締
め
切
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
）

※
昼
食
に
つ
い
て
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
方
法　
下
市
消
防
署
救
急
係
へ
電
話

で
お
申
込
み
下
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

　

下
市
消
防
署　

警
防
課　

救
急
係

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
２
２
９
９

行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談

①
開
催
場
所

　

�

第
14
回
橿
原
夢
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

特

設
ブ
ー
ス
（
橿
原
神
宮
森
林
遊
苑
内
）

開
催
日
時

　

平
成
27
年
10
月
10
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

平
成
27
年
10
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

②
開
催
場
所

　

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

　
１
階　

交
流
ホ
ー
ル

　

奈
良
市
大
安
寺
西
一
丁
目
一
〇
〇
〇
番
地

開
催
日
時

　

平
成
27
年
10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

③
開
催
場
所

　

奈
良
県
行
政
書
士
会　

会
議
室

　

奈
良
市
高
天
町
一
〇
番
地
の
一

　

（
株
）
Ｔ
．
Ｔ
．
ビ
ル
３
階

開
催
日
時

　

平
成
27
年
10
月
８
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

☎
０
７
４
２
︱
95
︱
５
４
０
０

電
話
無
料
相
談

開
催
日
時

　

平
成
27
年
10
月
24
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

☎
０
７
４
２
︱
95
︱
９
４
０
０

※�

当
日
は
相
談
員
が
直
接
電
話
を
お
受
け
し
ま
す
。

常
設
無
料
相
談
会

開
催
場
所

　

奈
良
県
行
政
書
士
会　

会
議
室

　

奈
良
市
高
天
町
一
〇
番
地
の
一

　

（
株
）
Ｔ
．
Ｔ
．
ビ
ル 

３
階

開
催
日
時

　

毎
週
第
２
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※�

た
だ
し
、
８
月
は
お
盆
休
み
の
た
め
６
日

（
木
）
に
開
催
。

　

�

（
第
２
木
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
、
開
催

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

　

☎
０
７
４
２
︱
95
︱
５
４
０
０

お
問
い
合
せ
先

　

奈
良
県
行
政
書
士
会

　

奈
良
県
行
政
書
士
会　

会
議
室

　

奈
良
市
高
天
町
一
〇
番
地
の
一

　

（
株
）
Ｔ
．
Ｔ
．
ビ
ル 

３
階

　

☎
０
７
４
２
︱
95
︱
５
４
０
０

予
約
不
要

予
約
不
要

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

【
受
付
期
間
】

　

平
成
27
年
９
月
14
日
〜
10
月
９
日
ま
で

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

�
会
場
の
都
合
上
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

【
対
象
者
お
よ
び
費
用
】

①�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
の
認
定
を

受
け
て
い
る
患
者
等
搬
送
事
業
所
の
従
業
員

②�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
に
患
者
等

搬
送
事
業
所
と
し
て
の
認
定
申
請
を
予
定
し

て
い
る
方
及
び
そ
の
従
業
員

③
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

申
し
込
み
方
法

・�

６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
脱
帽
、
正
面
、

上
半
身
の
写
真
（
横
２
．５
㎝
×
縦
３
㎝
）

を
２
枚
持
参
下
さ
い
。

・�

最
寄
り
の
消
防
署
（
奈
良
市
、
生
駒
市
を
除

く
）
で
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
・
救
急
部

　

☎
０
７
４
４
︱
26
︱
０
１
１
６

　

下
市
消
防
署　

警
防
課　

救
急
係

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
２
２
９
９

　

�

行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談
、

電
話
無
料
相
談
、
常
設
無
料
相
談
会

　

�

『
上
級
救
命
講
習
会
』
の

　

お
知
ら
せ
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　７名の新入生を迎え、全校生徒17名で４月にスタートした天川中学校、台風の影響で予定
より１日早く終業式を終えました。
　日常は、授業や部活に集中して取り組み、一人一人着実に力を伸ばしました。また、修学
旅行や校外学習、洞川中学校との交流会等の行事を通しての成長も見られました。さらに多
くの方のご協力を得ての学習や行事も多く持つことができました。そんな１学期の「ベスト
ショット」をお届けします。

１学期のベストショット１学期のベストショット
天川中学校だより

１年生（洞川中との交流会） ２年生　職場体験（天川保育所）

　３年生（憧れの天ノ川）

２年生（洞川中との交流会） ２・３年生（マナー教室）

１・２年生　校外学習（ＵＳＪの仕事を学ぶ） 美術部（２名の部員で頑張っています） 　健康教室（思春期の骨の成長）

卓球部（郡中体、男子団体第３位）

音楽部（天川幼稚園との交流会）
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高
齢
化
社
会
へ
と
変
わ
り
ゆ
く
中
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与
し
、
豊
富
な

知
識
と
経
験
を
有
す
る
者
と
し
て
敬
愛
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
担
う
組
織
の
一
つ
で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
を

基
盤
と
す
る
高
齢
者
の
自
主
組
織
で
す
。

　
今
回
は
平
成
21
年
よ
り
天
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
で
あ
り
、
現
在
は
吉
野
郡

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
て
い
る
森
田
倉
造
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

天
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長

森も
り　

田た　

倉く
ら　

造ぞ
う 

さ
ん

天
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

天
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
平
成
27
年
度
当
初
で
４
３
０
人
の
会
員
が
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
地
区
ご
と
に
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
三
つ
の
柱
の
も
と
行
動
し
て
い
ま
す
。
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め

に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
適
度
な
運
動
を
し
た
り
、
近
所
同
士
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、
ゴ
ミ
掃
除
や
地
域
へ
の
花
植
え
等
の
美
化

運
動
等
を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
村
主
催
の
福
祉
大
会
、
子
供
達
と
一
緒
に
交
通
安
全
大
会
、
奈
良
県
や
吉

野
郡
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
主
催
の
研
修
会
と
い
っ
た
各
種
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
活
動
を
通

じ
て
、
ま
ず
健
康
長
寿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
達
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

　

健
康
的
に
長
生
き
す
る
事
自
体
も
大
切
で
す
が
、
そ
の
中
で
得
た
も
の
を
子
供
達
に
残
し
て
い
く
事
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
私
達
の
世
代
は
学
校
に
満
足
に
い
け
な
い
ま
ま
、
す
ぐ
に
働
く
人
も
多
数
い
ま
し
た
。
当
然
今
の
学
生
達
の
よ
う
に

学
ん
で
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
校
で
は
習
え
な
い
も
の
が
多
く
私
達
の
中
に
は
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
私
は
終

戦
の
頃
小
学
校
で
い
え
ば
６
年
生
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
戦
争
と
い
う
も
の
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
食
べ
る
も
の
も
少
な

く
、
貧
困
を
い
か
に
乗
り
越
え
て
き
た
か
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
私
達
し
か
体

験
し
て
い
な
い
事
は
、
今
の
子
供
達
に
語
り
伝
え
な
い
と
い
け
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
大
切
に
す
べ
き
こ
と

　

高
齢
化
社
会
へ
と
変
わ
り
ゆ
く
中
、
今
後
は
元
気
で
活
躍
す
る
高
齢
者
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て
高
齢
者
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
よ
り
明
る
い
社
会
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
若
手
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
滞
り
が
ち
で
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
を
す
る
こ
と
で
多
く
の
人
と
交
流
し
、
適
度
に
運
動
す
る
こ
と
で
自
分
に
と
っ

て
も
周
り
に
と
っ
て
も
認
知
症
の
防
止
が
出
来
ま
す
。
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
ま
わ
り
の
人
の
た

め
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
誰
か
の
た
め
に
生
き
る
、
誰
か
の
た
め
に
何
か
を
す

る
と
い
う
の
が
人
生
で
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。


